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リスクアセスメントの実施事例

実 施 事 例

作 業 状 況

〈条件設定〉

フォークリフトによる板材の運搬作業

事例演習　No.9

・フォークリフトで板材の梱包を取りに行く途中、高く積まれた板材を右折します。
・別の作業者が積み上げた製材のはい木口側正面に立って残品調べをしている。

フォークリフト
（最大荷重2.9t）

3.8m

2.
85
m

未結束

フォークリフトの進行方向
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事例演習　No.9

簡易リスクアセスメント記録書（木材製造業） 林災防様式

年 月 日 年　　　月　　　日 作業場所 ［記録者］

作 業 名 作 業
メンバー

作業種

各欄上段の「危険の洗い出し」については以下による。 可
能
性

重
大
性

評
価～するとき ～して ～（事故の型）になる

危険の
洗　出

フォークリフトで板材
の梱包を取りに行くと
き

高く積まれた板材を右折
して

板材の木口側正面に立って残品
調べをしていた作業者に衝突す
る。

× × ５

フォークリ
フトによる
運搬作業 どうする低減対策

① フォークリフトの通行経路に、作業者が立ち入らないよ
うにすること。

② 通行経路、作業方法等を示した適切な作業計画を定め、
関係労働者に周知を図ること。

３

No.２ 危険の
洗　出

残品調べ作業をすると
き

作業箇所にフォークリフ
トが走行してきて フォークリフトに激突する。 × ４

加工材の残
品調べ作業 どうする低減対策 ① 『作業中』の立て看板をフォークリフト運転者の見やすい

場所に設置すること。 ３

No.３ 危険の
洗　出

どうする低減対策

No.４ 危険の
洗　出

どうする低減対策

No.５ 危険の
洗　出

どうする低減対策

No.６ 危険の
洗　出

どうする低減対策

抜
本
的
対
策

No.1, 
2に つ
いて

抜本的低減対策
①『右左折時一旦停止』の表示を要所要所に設置すること。 〇 〇 １上欄でリスクレベル2以下に

低減しない作業については抜
本的対策を検討すること。

［備考］

［早見表］
災害の可能性
可能性ランク 記号
かなり起こる ×
たまに起こる △
殆ど起こらない ○

災害の重大性
重大性ランク 記号
極めて重大 ×
重　　　大 △
軽　　　微 ໐

リスクレベルの対応
リスクの見積り リスクレベル リスクへの対応

×× 5 即座に他の方法へ回避（最優先実施）
×△　△× 4 抜本的対策を実施（優先実施）

○× ×○　△△ 3 何らかの対策を実施
○△　△○ 2 特に対策の必要なし (残留あり)
○○ 1 対策の必要なし (残留あり)


